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これら新たな企業システムへの転換は、⾃動化と⽣産性と効率性の向上において、新しい企
業経営への転換が実現できるものである。 
 
これらはより⾼い企業利益性への転換が可能であるということであり、これらが経営の安
定と健全性を与えることは真実なのである。 
 
これらは、既存企業システムは今⽇完全に崩壊しているのであり、またすべての産業におい
てこれら現実が存在することは新たなビジネスチャンスがすべての産業において存在する
ことを意味するものである。 
 
これらは新たな産業⾰命の真実であり、⼿⼯業はこれにおいて完全に新しい⾃動⽣産体制
への転換を⾏なっているのである。 
 
これらより優れた⽣産性と効率性への企業転換は、企業の資産フローを新しい基準におい
て有することができるのである。 
 
これらが新たな投資を可能にする新しい企業の循環を与え、それらがさらなる進歩を未来
において模索できるのである。 
 
これらは新たな企業トレンドであり、これらが進歩という変化を現実と⾃⼰に与えている
のである。 
 
これらは完全な常識の転換がグローバリズムと共に世界に存在し、それら変化がはるかに
想像になさる新しい現実の創造と社会転換を与えているのである。 
 
これらダイナミズムは今⽇の現実であり、新たな企業の淘汰が存在していることは理解し
なくてはいけない。 
 
これら今⽇新しい企業システムへの転換は企業の必題である。これらがより優れた現実を
有するためなのである。そしてそれらはさらなる未来を創造するのである 


